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1. 色彩嗜好傾向 を知る事は， 被服学習等を合理的 に

より適切に指 導するための一 助と信じ， 前調査 に引き続

き考察 を進 めてみ た。

2.　第２報 の結果 より今 回は次の点 に重点 をお き実施

し た諸調査 の結果 を報告 する。

A. 暖 色・寒色系統 におい ては一般的・普偏的 傾向 を

示し だのに比べ， 中性 色及び近 似色 系統は嗜好傾向

∩ こ多 少の差 異を認めたのでこ の点を究明し てみた。

Ｂ．嗜好色・着用色 の傾向変移 は季 節的 ・感 覚的更 に

経済的に もそ の影響 を認 められるが， 特にこ れを性

格面 にみ た場 合それぞ れの性格 との相 関度 の追究及

び嗜好傾向 を左右 すると思 われ る内面的 なものにつ

いて も考え，生徒 の生活経験，学習活動等 にみられ

た事 例等 も吟味し てみた。

(1) 服装 に関 ナる興味・ 関心・批 判力 の旺盛 な女子 高

校生を対象 として，色彩嗜好傾向，生活環境・経験

等を質問紙 によ り調査し た。学園 ３年生200 名。

(2） 前調査 の小保内氏 によるＣ・Ｓ･Ｔ（ 色彩象徴性格

検査）に引き続き，内田・ クレ ，ペ リン精神検査，

クレ ツ`チ ュメル性格診断等 も実施し た。

（3） 服装について，興味関心度・流行 の影響を知る た

めにこれに関連 する調査を質問紙によ り実施した。


